
中低層の集合住宅の外装目地は、通常、シーリング

材を充填するなどの防水措置が施されます。シーリン

グ材は外装材の寿命よりも早く劣化するため、定期的

にメンテナンスが必要で維持管理コストがかかるこ

とが知られています。高層ビルの場合、カーテンウォ

ール工法など、パネル化された外装を採用するため、

ノンシーリングとした防水工法にする例もあります

が、中低層建物では、まだ一般的ではありません。 

 本研究は、断熱材と外装材が一体化されたＲＣ外断

熱複合パネル工法を対象に、シーリングを用いない目

地の適用可能性について明らかにすることを目的と

しています。 

研究では、まず、既存集合住宅におけるシーリング

の修繕コストを調査しています。また、集合住宅の外

装仕上げとして広く採用されているタイル張り仕上

げを施した外断熱複合パネル外壁目地のノンシーリ

ング化の可能性について水密試験を実施し、漏水防止

に有効なディテールについて検討を行っています。ま

た、凍結融解作用による張り付けタイルの付着強度の

変化を明らかにするため、壁面を想定した凍結融解試

験も開始しました。 

最終的には、これら結果を統括し、主に集合住宅で

の、メンテナンス周期の長期化と維持管理コストの削

減に資する技術資料の作成を行う予定です。 
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図１ 外壁目地シーリング修繕コストの材工割合 
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図２ 水密試験による通気層内への雨水の侵入状況 

 

 

 

 

 

 

ＲＣ造の４階建て程度の既存集合住宅の目地シーリング修繕コストについて調査を行ったとこ

ろ、その約半分は、外部足場費となっています（図１）。タイル張りなどの耐久性の高い外装仕上

を採用した建物であるほど、ノンシーリング化した際の維持管理コストの低減効果は大きくなり

ます。水密試験では、横目地の漏水状況の基礎試験を実施しています。目地から通気層内への雨

水の侵入には、風圧の増加が影響していることを明らかにしました（図２）。 

次年度は、これらの知見に基づき、風圧が作用した際にでも漏水を防止するディテールや凍結

融解作用によるタイルの付着強度の変化について実験的検討を継続して行う予定です。 
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